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審議会等の会議結果報告 

１ 会議名 津市総合計画審議会委員委嘱式及び第 1回審議会 

２ 開催日時 
平成 28年 8月 26日（金） 

午前 10時から正午まで 

３ 開催場所 津市本庁舎第 4階庁議室 

４ 出席した者の氏名 

（津市総合計画審議会委員） 

赤野利彦、荒川智子、生川介彦、浦和健人、岡田昭良、加

瀬由美子、川北輝、川邊千秋、駒田聡子、杉浦礼子、鶴岡

信治、長谷川之快、藤野奈々、森崇、渡邊修三、渡辺義彦 

（事務局） 

市長 前葉泰幸 

副市長 青木泰 

副市長 盆野明弘 

政策財務部長 内田政宏 

政策財務部次長 嶌田光伸 

政策課長 濵田耕二 

政策課調整・政策担当主幹 梅本和嗣 

政策課政策担当主幹 大垣内俊行 

政策担当 藤原亜沙子 

政策担当 赤塚将太 

５ 内容 

1 津市総合計画審議会委員委嘱式 

2 市長あいさつ 

3 委員自己紹介 

4 会長及び副会長の選出 

5 市長から審議会への諮問 

6 審議会の運営について 

7 津市総合計画について 

8 その他 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 0人 

８ 担当 

政策財政部政策課 

電話番号 059-229-3101 

Ｅ-mail  229-3101@city.tsu.lg.jp 

 

・議事の内容   下記のとおり 

 

＜事務局＞  お待たせいたしました。定刻になりましたので、ただ今から、津市総合計

画審議会委員委嘱式及び第 1回審議会を開催いたします。 

皆様、本日は、お忙しい中、お集りいただきまして誠にありがとうござい

ます。審議会の会長が選出されるまでの間、進行役を務めさせていただきま

す政策課長の濵田でございます。どうぞよろしくお願いします。 

それでは、津市総合計画審議会委員委嘱式をはじめさせていただきます。 

委員にご就任いただきます皆様の紹介とともに、市長より委嘱状をお渡し

します。 

お一人ずつお名前をお呼びいたしますので、その場でご起立いただき、委

嘱状をお受け取りください。なお、お呼びする順番ですが、本日の席順に従

い、50音順とさせていただきますので、赤野様から順次お渡しいたします。

委嘱状をお受けとりいただきましたら、ご着席ください 

それでは、市長より委嘱状を交付します。 
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＜委嘱状の交付＞ 

 

＜事務局＞ それでは、これをもちまして、委嘱式を終了いたします。委員の皆様、こ

れからどうぞよろしくお願いいたします。 

なお、本日ご就任予定の白塚水産加工業協同組合代表理事組合長 伊藤信

男様、社会福祉法人津市社会福祉協議会 津支部長 國分弓子様、中勢地区

労働者福祉協議会会長 田原 義洋様、津市文化振興審議会会長 山田康彦

様におかれましては、ご欠席とのご報告をいただいております。 

この４名の方々には、改めまして委嘱状をお渡しいたします。 

 

ただ今、皆様に委員にご就任いただき、審議会が組織されましたので、こ

れより「第 1回津市総合計画審議会」を開催いたします。 

本日の審議会は、委員 20名中 16名のご出席をいただいており、過半数を

超えていますので、津市総合計画審議会条例第 6条第 2項の規定により会議

が成立しておりますことをご報告します。 

なお、本審議会につきましては、津市情報公開条例第 23 条の規定に基づ

き、公開審議としたいと思いますので、ご了承いただきますようお願いいた

します。また、審議内容については、録音をさせていただくとともに、事務

局において要旨をまとめ、公開させていただくことになりますので、併せて

宜しくお願いいたします。 

 

それでは、第 1回津市総合計画審議会の開催にあたりまして、市長の前葉

からご挨拶させていただきます。 

 

市  長 皆様、おはようございます。皆様方、それぞれお忙しいところを総合計画

審議会の委員をお受けいただきまして、誠にありがとうございます。実は朝

から 1時間、職員研修で講師をしてまいりまして、それぞれのいろんなクラ

スの職員研修があって、年間 12～13回ですね。それぞれ職員 40～50人をだ

いたい一手に受けてます。そんな中で、今日は特に次長、部次長のクラスの

研修でしたが、これまでの 10年間とこれからの 10年間がどういうふうに違

うかという話をしておりました。これまでの 10 年間というのは、今年津市

合併 10 周年、10 年経ったところであります。これまでの 10 年間というの

は、総合計画、今このお手元にありますこの総合計画ですね。2008 年から

2017 年、そのうち後期の基本計画というのをこれアップデートして作り直

しているわけでございますが、これらはいわば合併のときに決まったこと、

新市まちづくり計画と申しますが、これをどのように実行するか、着実に実

現するかということを示した計画であります。したがって、これも審議会を

開いて作ったのですが、総合計画審議会は、合併のときの決まりごとを所与

の条件として、まちづくりの姿を論じていただいたというのが前回の経緯で

ございます。 

今回は、合併のときの決まりごとは、おかげさまでこの 10 年でほぼ実現

をしました。一部残っているのが、「サオリーナ」があと 1年ちょっとかかり

ます。あと久居駅の東口、それから久居ホールというのが少々残ってますが、

そうした大きなプロジェクト、もう一つは、地域がそれぞれが合併しなきゃ

良かったなあ、何か寂しくなったなあ、あるいは身近なことがなかなか実現

しなくなったなあというふうに言われることに対して、地域インフラ整備事

業など、「総合支所」に権限と財源を下ろすことによって、地域で身近な問題

が身近に解決できるようにした、このようなことが功を奏しまして、おかげ

さまで、だいたいここに書いてあることはほぼ実現をしてきたというふうに

思っております。これはまた後ほどチェックを改めて審議会の委員にしてい
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ただきますが、さて、これからの 10年というのを考えたときに、どういうこ

とをどういうスタンスで、私たちは考えなければいけないか。そして今から

審議会の委員の皆さんにお願いすること、皆さんに自由にご発想いただきた

いことを申し上げますと、合併というのは 1回きりの大構造改革だったんで

すね。合併によって、3,119 人おりました職員が 2,500 人まで減りました。

あるいは 10 カ所でやってたことを 1 カ所でやるようになりました。これは

ものすごく経営の効率化が図れたわけでございます。おかげさまをもちまし

て、財政調整基金という市役所の貯金は、100億だったのが 200億まで増え

ました。今、この 200 億という財政調整基金は、人口 30 万都市（全国）で

トップです。1 番多い。それぐらい財政的にも健全な財政を築くことができ

ました。行政の効率化を図ることができました。 

ところが、この効果は 1回きりなんです。もう 1回合併はなかなかできな

い。ということになりますと、今、存在しているこの津市役所が、これから

10 年間どうやって行政サービスをなるべく少ない負担で提供し続けること

ができるかということを、正にこれまでのような構造改革は無い中で考えて

いかなければいけない。もちろん、私としては今までやってきた学校の大規

模改造はどんどん続けたい。あるいは、今、水道料金は低い水準なので、そ

のまま維持したいということを政治家としては思います。しかしながら、い

ろんな条件は、だんだん 1回限りのメリットを受けた後でございますから厳

しくなってくる。その中でこれからの市役所は、津市は、何を選んでそれに

経営資源を集中していくか。選択と集中が大切だ、というような話を職員に

いたしました。それは誰が決めるんですかと言ったら、市長が決めるのか。

いやそんなことないですよね。市長は 4年間の任期しかいただいてません。

市議会が決めるのか。いやいや、市議会議員も 4年です。では誰が決めるん

ですかと。本来は市民が決めるんですよね。そして、市民の幸せを願う市役

所職員が、そのおおまかな姿を市民にお示ししなければ、それは絵に描いた

餅にしかすぎないのではないかと。実際に実現できないようなものにしかな

らないのではないか、こんな話を職員にいたしました。 

どうぞ審議会の皆様には、市民のお立場で、そしてそれぞれ有識者でいら

っしゃいますので、いろんな意味でチェックしてくださる、そういうお立場

で、忌憚のないご意見をいただければと思います。その上で、今日も職員に

言いましたが、われわれが目指すところは、市民のためにということで、市

役所が市民の幸せのために何ができるのか。市民の幸せを願って、みんなが

幸せになれるような社会をどうやって作っていけばいいのかということ、そ

してそれを職員は市役所をあげて志を高く持って、もっとできると、もう一

歩進めるという気持ちで実現をしていきたいと、このようなスタンスでこれ

から総合計画を作ってまいりたいというふうに思っております。全く構造改

革のない中での白紙からの計画でありますから、かなりいろんな議論が出て

くると思います。しかし、そういう議論をした上で、毎年毎年の予算はしっ

かりと組んで議会にお諮りし、議決をいただきながら市長として責任を持っ

て執行していく、こういうスタイルで総合計画の策定にあたって、決意を新

たにしておるところでございます。どうぞ審議会の委員の皆様には、忌憚の

ないご意見と、そして最終的には市民の幸せのために、市民の幸せの実現に

向けて、ご支援、ご協力をお願い申し上げたいと思います。誠にありがとう

ございます。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。では、初めての会議ですので、お一人ずつ簡単

に自己紹介をお願いいたします。これからの審議に向けたまちづくりに対す

る思いなどについても、お聞かせ願えれば思います。赤野様から順番にお願

いいたします。 
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赤野委員 中勢森林組合の組合長を務めさせていただいております。津市は、合併の

後、4 万ヘクタールという広大な山林を有する地域、それを統括させていた

だいておるのが中勢森林組合でございます。広い山林のというか、山側の代

表として参加させていただきましたので、よろしくお願い申し上げます。一

見、広い山林、緑に覆われた本当に美しい山が皆さん津市の山林だとお思い

でございますが、実際今、山の現状というのは大変な状況になっております。

拡大造林で、戦後木材が足らないということで、とにかく植えれるとこは全

部植えようということで植えつくされました。植えて、あとちょうど 40 年

50年の伐期をほとんどの山が迎えておりますが、材貨が安くなってしまい、

本当に荒れるに任せる、整備をさせていただいてる側としては、本当に補助

金をいただいておるんですが、あまりにも山林、その木材需要が低迷をいた

しておりますので、山としての採算性というか、そういうものが、誰でもそ

うなんですけども、山は、生活ができればそこで住民は暮らしていけますけ

ども、山で暮らしていけないということで荒廃に任されております。今後、

総合計画の中でそういう問題も取り入れていただければありがたいと思い

ます。どうかよろしくお願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。荒川様よろしくお願いいたします。 

 

荒川委員 津市環境基本計画推進市民委員会から出させていただきました荒川と申

します。約 25年前から、ちまちまと、市民として、生活者として家庭環境、

自然環境、そういう取組を継続してまいりました。この総合計画、事前にい

ただいた資料を読ませていただいたんですけども、まさにそういう例、私の

今までの 25 年間は美しい環境と共生するまちづくり、この一つの項目にほ

とんど終始しておりまして、それはそれで非常にごみ問題とか生活排水対策

とか、それから今、地球温暖化が非常に問題になっておりますけど、そうい

うことで、自分たちができることをこつこつと継続してるんですけども、ち

ょっとあまりにも広大な総合計画のグループに参加させていただきまして、

荷が重いというか、「付いて行けるかしら」と非常に不安なんですけども、環

境、今までの経験を生かして何か発言させていただければと思っておりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。生川様よろしくお願いいたします。 

 

生川委員 自治会連合会から選ばれました、生川介彦と申します。実は先ほどありま

したオリンピック、吉田選手に少し関わっておりまして、彼女は 16 年間攻

めに攻めまくって勝利を掴むという姿で参りましたけど、今回は銀メダルと

いうことに終わり、負けたわけです。周囲は常に勝つという姿勢でずっとき

ておりまして、私もそのつもりでおりました。ところがよく考えてみると、

徳川家康の「人の一生は」という言葉の中に、「勝つことばかり知りて負くる

ことを知らざれば害その身に至る」ということがあります。これを気が付か

なかったのが間違ってたかなというような気がいたしました。しかし一番最

後に、「及ばざるは過ぎたるに勝れり」という言葉がありますので、これから

彼女の人生は、これを生かさないといかんなというような気がいたしまし

た。自分自身が反省するとともに、今日から始まる審議会で、いろんな方々

のご意見を参考にしながら、自治会の発展につなげていきたい、そういうふ

うに思っております。どうかよろしくお願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。浦和様よろしくお願いいたします。 
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浦和委員 津地区医師会の会長の浦和健人と申します。日頃から、医療、福祉等でい

ろいろなところで参画させていただいておりますけれども、この度の総合計

画の中で、ずいぶんと変わってきたことが一つございますので申し上げたい

と思います。これは国の政策でございまして、超高齢化社会を乗り切るため

には、お金をどんどんつぎこんでいけばいいというんですけども、ご承知の

ように国の財産破産ということで、お金を使わずに超高齢化社会をどのよう

に乗り切るかということになりますと、医療費を下げるか、そんなことでは

なくて、一応国は地域包括ケアシステムを各地区で構築しなさいということ

を言ってきまして、これは、国から予算は出さないけれども、君たちで仲良

く助け合って、老人の老後、終末期等を上手く乗り切ってくださいというよ

うな政策を出してまいりました。もう一つは、地域医療構想会議ということ

で、病床を減らして在宅へ持っていくと、そういう方針を出してまいりまし

た。そうなりますと、もうこれ以上保険ではまかなえなくなってまいります

ので、それ以外のパワーで乗り切るということであります。ぜひこの総合計

画の中に入れていただきたいのは、地域包括ケアという考え方をすると、医

療、介護は今までどおり保険の現状程度で頑張れますけれども、それ以上に

上がってきた超高齢化の後期高齢者の方々をどのように市民、住民が助けて

いくかということになってまいります。したがいまして、この縦割りで健康

福祉部だけでやっていくことじゃなくて、隣におられます、自治会の方々の

地域における「互助」によって助けていただかなければならないし、それか

ら子どもの心の中に、困った人を助けるという芽を植えつけるというふうな

教育も関係してきます。ぜひ津市といたしまして、そのような総合的な考え

方の中で、地域包括ケアで、超高齢化社会をどのように乗り切っていくかと

いうことをぜひこの総合計画へ入れていただきたいと思い、別に監視に来た

わけでもございませんので、いろんなことをお話しさせていただいて、皆様

方にご同意いただき、そのようなことで共通といたしまして、この超高齢化

社会を乗り切らせていただければなというふうに思っております。ちょっと

長くなりましたが、ひとつよろしくお願いします。 

 

＜事務局＞ 

 

ありがとうございました。岡田様よろしくお願いいたします。 

岡田委員 津市観光協会から来ました岡田といいます。この 6月に津市観光協会の会

長に就任させていただくまでは、「猪倉温泉」の経営をやっておりました。そ

の時によく言われていたのが、「津市には何にもないね」と観光客の皆さんが

よく言われるんです。本当に「ないんやろか」という思いもあって、6 月に

就任して 2カ月ばかり、いろんな施設、いろんな所に行って、いろんな方々

とお話しさせていただくと、津市には「こんなにようけ魅力あるとこがある。

何でこれが今まで発信されてないんだ」と。そういうのはやはり、いろんな

方と話しているといろいろ出てくるんです。その中で、なかなか私も分から

んとこもありますけど、今回の肩書きで来させてもらう限りは、やはり「観

光」で何とかこの津市の活性化。やはり外貨を稼ぐ手段としては、「観光」だ

と思う。観光で何とかして、総合計画等にも入れていただき、外のお客様を

何とかして入ってもらう。よく言われるのが、昔は「伊勢は津で持つ。津は

伊勢で持つ」。しかし今の津は、「通りすがり」だけです。そこを何とかして

止める方法を考えるのが一つの総合計画ではないかなと思います。今後いろ

いろと皆さんのお知恵を借りてやれる範囲はさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いします。 

 

＜事務局＞ 

 

 

ありがとうございました。加瀬様よろしくお願いいたします。 
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加瀬委員 津商工会議所女性会の会長を務めさせていただいております、加瀬と申し

ます。私どもは商工業に携わる女性の団体ということで、かなり最近、女性

の活躍ということも中心に頑張らせていただいておりますが、三重県も今回

サミットをはじめ大きく動きました。その中で、商工会議所というのが三重

県では 12あるんですが、私ども津市は「県都」、「三重県の中心」として、リ

ーダー的な役割、津商工会議所の女性会というのを頑張らせていただいてお

ります。そんな中で、女性が一番活躍しやすい町はどういうものかというこ

とで、あらゆる方面で女性もいろいろ頑張らせていただいておりますが、こ

のようにたくさんの有識者の皆様とお話をお聞きしながら、いろんな形で役

に立てて、また、会議所に持ち帰り、そしてまたこの場に持ってまいりたい

と思っております。今後もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。川北様よろしくお願いいたします。 

 

川北委員 津市 NPO サポートセンターの川北と申します。よろしくお願いいたしま

す。私どもは、津センターパレスの 3階の津市市民活動センターの指定管理

を行いながら、津市全域の NPO団体の支援をしております。NPOというと

なかなか馴染みがないと思いますが、三重県で今 NPO法人が全部で 700ち

ょっとあって、そのうち 20 パーセント以上の 144 が津市にあります。四日

市は 120ぐらいなので、津市が一番多いという状況です。昨年度の報告書か

らデータ集計している最中で確定の数字ではないんですが、だいたい津市内

の NPO法人の全収入が 29億円と言われてまして、企業から比べると全然少

ないんですが、福祉系の団体を中心に 1 億円以上稼ぐような NPO も現れて

おります。なので NPO は今後、先ほど市長がおっしゃったような選択と集

中とか、行政サービスを少ない負担でどのように市民に提供できるのかとい

う部分が NPO も同じような考えを持っておりますので、ぜひ協力してより

良い津市を作っていけるのではないかなと思っております。いろいろ、若輩

者ですが勉強させてもらいながら、全力でこの会に臨みたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。川邊様よろしくお願いいたします。 

 

川邊委員 津安芸農協から来ました川邊でございます。今、黄金色に実った稲の収穫

作業の真っ最中でございます。私も今日来ましたら、あちこちでコンバイン

がもう本当に元気よく鳴り響いております。これも明日から台風が来るよう

な状況でございまして、ですから私たちはこのように立派な水田がいつまで

も守られるように、といいますのは、やはり後継者不足、老齢化してまいり

まして、何とかこの立派な農地をいかに今後続けていく、これがわれわれ農

協に与えられた使命でございます。また皆様方のお知恵もお借りいたしまし

て取り組んでいきたい、何としても先祖伝来の土地を守らなくてはならな

い、こう思っておりますので、また今後ともいろいろご指導よろしくお願い

いたします。 

 

＜事務局＞ 

 

ありがとうございました。駒田様よろしくお願いいたします。 

駒田委員 津市子ども・子育て会議の副会長をしております駒田です。よろしくお願

いいたします。本来でしたら会長の田口先生がここの場に出るべきところな

んですけど、田口先生のほうから、私は子どもが一応 4人、男の子ばかりで

すがおりまして、先ほど市長様のお言葉にもありましたけれど、生の声を出

せということで派遣されてまいりました。忌憚のないご意見をということで

すので、ちょっと一言。これも子ども・子育て会議の第 1回で言わせていた
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だいたんですけど、次男が津市の、市長様も皆さんも本当に頑張って行政も

やっていただいているんだけど、津市って化石のような都市だなっていうの

をポロッと 10 年ほど前に息子が言いまして、子どもの目から見たら津市っ

てそんなふうに見えるのかなってすごく思いました。また子ども・子育て会

議の委員とも雑談する中で、やはり津市って遊ぶとこないよね。確かに私自

身も、特に津駅前っていうのは、本当に遊ぶとこなくって、ごめんなさい、

はっきり言ってしまって、四日市まで遊びに行ったりしており、やっぱり子

育て世代がこの町で子どもを育てたい、あるいは子ども自身もこの町で育ち

たいという思いが持てる町にということで、考えてやっております。ただも

う一つ、先ほど、文化的な面で言わしていただければ、この間市長様もご臨

席を賜りまして中部地区の女性校長会がございまして、その時にこども唐人

がございました。ありがたいことに、市長様のご臨席を賜りながらうちの四

男がデビューいたしまして、そういう文化的な発信がすごく下手だなと私た

ちも思う部分がございますので、そういうことを、本当にごめんなさい、忌

憚のない意見でしゃべるとは思いますが、どうぞご無礼のほう、よろしくお

願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。杉浦様よろしくお願いいたします。 

 

杉浦委員 学校法人高田学苑高田短期大学のキャリア育成学科の教員をしておりま

す杉浦礼子と申します。よろしくお願いいたします。高田学苑が津市内に学

舎を構えておりまして、私が所属しております短期大学が 2学科 2コースか

らなっております。「柔らか心」というのも教育理念にしておるんですけれど

も、すごく問題になっております保育士、そして介護福祉士を養成するコー

スと、そして私どもがおります地域の企業の人材を、オフィスワーカーを輩

出する、そういったコースを擁しております。日頃はそういった夢を持った

学生の夢の実現をサポートするというところをまい進しておるわけなんで

すが、そういった学生が津市を中心といたします地域で活躍をすることが地

域の活性化につながるというふうに思っておりますので、いろいろとここで

得た情報も学生に還元しつつ、活動していきたいというふうに思っておりま

す。私自身も個人的に津生まれの津の育ちになっておりますので、こちらに

参画できましたこと非常に楽しみにしております。よろしくお願いいたしま

す。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。鶴岡様よろしくお願いいたします。 

 

鶴岡委員 三重大学の鶴岡と申します。よろしくお願いします。今、津市に期待する

ことは、やっぱり地元に若い人の就職口をたくさん作ってほしいということ

です。現在、三重大学は一つの中期目標としまして、COC＋で文部科学省の

地（知）の拠点による地域創生事業が採択されまして、三重県下へ就職する

人を三重県の高等教育機関全部合わせて、とにかく 10 パーセント上げると

いうことで取り組んでいますが、そのときにやっぱり重要になるのは、特に

若い人に地域にはこんなに魅力的な職場があるんですよということです。そ

れを、この総合計画ではいろいろ実現していきたいなと思ってます。ちなみ

に三重大学の三重県下の定着率、就職率というのは、今 34 パーセントしか

ないというふうで、それで、こんなに低いんですね。三重大学が頑張らない

といけないんですけど、これを 44にすると。10パーセントをこの 5年間に

上げるというのは並大抵のことではできないというふうに思いますけれど、

三重大学の教員一丸となって動くということで、今いろんな先生方にお願い

して、それから企業の方々にもお願いしていますが、三重県内での職場を魅

力的なものにしていくと。そういうことをやってますので、ぜひご協力をよ
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ろしくお願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。長谷川様よろしくお願いいたします。 

 

長谷川委員 特定非営利活動法人津市スポーツ協会の長谷川でございます。どうぞよろ

しくお願いします。実は昨日、吉田沙保里選手のお兄さんが来まして結果の

報告をしていただきました。本人はまだ東京におるんですけど、私は応援実

行委員長でもありまして、それを見ていますと、やはり最後の試合、市長も

駆けつけていただいたんですけど、非常に熱心にやられたんですけど、やは

り負けは負けなのです。勝てば 4連覇ということで、次の行事、祝賀会や垂

れ幕のことも考えたりしておりましたが、やはり勝たないかんのかなと。そ

んなことで大変ご協力いただきました。しかしあのとき、テレビで泣く姿が

ありましたが、昨日のテレビではにこにこしておりました。これがやっぱり

スポーツかなと。やはりそんなことで大変皆さんにご協力いただきました。

彼女はこれからどうなるか知りませんけども、おそらくレスリングには関わ

っていくんじゃないかなと思っております。いろいろご協力いただきまして

ありがとうございました。 

次はパラリンピックがあるわけで、今度津からは 2 選手が 9 月に行きま

す。この壮行会に行ってきましたが、非常に元気でいい成績を上げられるん

じゃないかとこのように思っております。ぜひ皆さんも応援のほどよろしく

お願いしたいと思っております。 

もう一つ、産業スポーツセンター、サオリーナ。私は本当にこれができる

のを楽しみでしょうがない。来年 10 月 1 日にオープンです。もう競技団体

もかなり決まってきて、オープンしてからのスケジュールも詰まってきてい

ます。そんなことで、30 年のインターハイ、33 年の国体ということもあり

まして、国体は昨日も準備委員会がありました。津市では 9競技が行われる

ことになっています。9 競技というのは大変なことです。われわれもスポー

ツに関係している者として精一杯努力し、やっていきたいと思っておりま

す。そういうようなことで、スポーツはどんどんこれからますます皆様のご

協力で発展していくでしょう。そこで次の案件として私は、特に屋外競技場

をぜひ。今 39競技団体ありますが、そのうちの半分以上が屋外競技です。こ

れはもうずいぶん市長にもお話ししたんですけど、今後そういうふうに進め

ていきたいと思います。ぜひ一つご協力いただきたいと。どうもありがとう

ございます。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。藤野様よろしくお願いいたします。 

 

藤野委員 学生情報室から参加させていただきます、三重大学 3年生の藤野奈々と申

します。よろしくお願いします。高校時代も津高校に通っておりましたので、

家は鈴鹿なんですけども、学生として津に通うのは今年で 6年目となります。

今回、学生目線とメディア目線ということで呼んでいただいたんですけど

も、津学生情報室は津市のＰＲをするための雑誌を毎年発行しておりまし

て、例えば名古屋名物として世間で売られているものも、実は発祥が津市だ

ったりするんですよね。そういったものを学生が全て撮影も編集もデザイン

も行って、津市の職員の方の力を貸していただきながら発行しているんです

けども、そういった活動をしている中で、やはり学生が津市で、先ほども津

市で遊ぶ子が少ないと聞いたんですけども、私も 6年間通っていて、なかな

か例えば名古屋から通ってる子たちとかに、津市で遊ぶとしたらどこかなん

て聞かれても、なかなか答えられないです。それが結構悔しいなと思ってい

て、私、加えて NPO にも入っておりまして、ジャパンプロデューサーとい

う、日本を変えていく若者を増やしていこうということを理念に活動してい
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る団体なんですけども、そこでもやはり学生の将来を応援するために、今は

地域を知ってもらう活動、インターンシップの運営とか、イベントの運営と

かをしてるんですけども、そこでもやはり、三重県に残りたいという前向き

な子と、東京に出て行きたいという子と両極端になってしまっていて、三重

県に残りたいっていう子はだいたい公務員志望だったりして結構極端なん

です。その現状を私としてもやっぱ変えていかなきゃいけないなと思ってい

ます。今回はそういう率直な意見を言っていきたいと思っていますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。森様よろしくお願いいたします。 

 

森委員 津市 PTA連合会、森崇でございます。よろしくお願いします。津市の幼稚

園、小学校、中学校、津市内の公立の幼稚園、小学校、中学校に通わす親、

その先生方の団体になっております。津市が子育てしやすい町になれば、と

いう部分でまた一生懸命させていただきたいと思います。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。渡邊様よろしくお願いいたします。 

 

渡邊委員 津市自主防災協議会会長の渡邊修三です。皆さんご存じのように、災害と

いうのはたくさんあると思います。しかしその中で、風水害特に自然相手の

地震というものに対しては、これは大変な脅威だと思います。自然災害とい

うのはいつ何どき起こるか分からない。確かにその海岸縁には護岸工事もさ

れておりますけども、では被害の大きさはというと想定だけです。それに対

して私は特に思うのは、これからの津市において、どういうことをなすべき

か、どういうふうにして津市民の安全を守っていくのか。いけない意見かも

しれませんが、私はかえってこれをやることは、ロマンと夢があるなと思っ

ています。そういうことを踏まえて、この会議に参加させていただいて、意

見は述べたいと思っております。どうぞよろしく。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。渡辺様よろしくお願いいたします。 

 

渡辺委員 百五銀行の渡辺でございます。いろいろ各団体の代表の方が多い中で、民

間の会社から私一人参加させていただきました。銀行といいますと、いわゆ

る悪く言うと金貸しみたいな商売があって、預金をお預りしてお金をお使い

いただいてという、もともとの業務はそういうことなんですけども、今はそ

ういう単純な発想ではなく、いかに地域と共生しながら地域を発展させてい

くかと。そこにわれわれがどういうふうな役割を果たさせるかということが

大きな課題になっております。例えば、津市も例外ではないと思いますけれ

ども、市内のおそらく各会社、企業の 70パーセントぐらいの会社は、後継者

がいないと思います。おそらくこのまま放っておけば、70パーセントの会社

は多分消滅すると。そうすると、働き場所がなくなって、またどんどん人が

減って、もう一つ懸念されるのは、良い技術をお持ちの会社が消えるという

ことは、その技術も一緒に消えてしまうと。いったん消えたものを取り返そ

うと思うと大変なパワーがかかりますし、すぐ取り返すのは非常に難しいと

いう状況の中で、そういうふうにならないようにどういうふうにしていけば

いいのかということで、後継者を養成させていただいたり、あるいは M&A

とかいろんな手法を使いまして、良い会社ができるだけ津市内に存続して、

ますます発展していただけるように、そういうサポートを重点的に行ってい

るという現状でございます。最近の地方自治体、おそらく津市さんもそうだ

と思いますけども、競争だと思います。要するに経営の発想で、いかに津市
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に魅力があって、他所からも住みたいと、津市ならやっぱりぜひ行ってみた

いというふうな町になっていくということが求められているのが現状では

ないかと思います。当然安全・安心とか幅広い分野をカバーする津市におい

て、その側面だけということにはならないと思いますが、総合計画の中で、

そういった側面も含めて、また議論させていただければ幸いというふうに思

っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございま

した。 

 

＜事務局＞ 皆様ありがとうございました。 

続きまして、会長及び副会長の選出をお願いしたいと存じます。お手元に

ございます、第１回 資料１「津市総合計画審議会条例」をご覧ください。 

条例の第５条により、「審議会に会長及び副会長１人を置き、委員の互選に

より定める」とされておりますが、いかが取り計らわせていただきましょう

か。 

 

 （「事務局一任」の声あり） 

 

＜事務局＞ それでは、事務局一任との声をいただきましたので、会長及び副会長の選

出にあたり、委員の皆様のご理解を得られますなら、事務局より会長及び副

会長案をお示しさせていただきたいと存じますが、いかがでしょうか。 

 

 （「異議なし」の声あり） 

 

＜事務局＞ ありがとうございます。それでは事務局より会長及び副会長の案をお配り

いたします。 

 

 ＜事務局案を委員に配布＞ 

 

＜事務局＞ ただいまお配りしました案のとおり、会長につきましては、鶴岡信治委員、

副会長につきましては、杉浦礼子委員にお願いしたいと存じますが、いかが

でしょうか。 

 

 （「異議なし」の声あり） 

 

＜事務局＞ ありがとうございます。それでは、鶴岡委員、杉浦委員は会長席、副会長

席へお願いいたします。 

それでは、会長、副会長から一言ずつご挨拶をお願いいたします。 

 

鶴岡会長 ただいま選出されました、三重大学の鶴岡です。先程も少々お話をさせて

いただきましたけど、私、もともと専門は工学部の電気電子工学科でコンピ

ューターのことをやって、そのソフトウェアの開発を主にさせていただいて

おります。色々なソフトを作っていましたが、もともとの博士のところを取

るときには、手書き文字を読み取る。電気と言いましても、あまり電気らし

くない。文字です。文字をコンピューターで読む。そういうことから始まり

まして、主に企業との関係でやってたんですけど、製品番号の読み取りとか

傷の検査をする、自動化ですね。それから在庫管理、そんなことをさせても

らって、最近は、お医者さんと一緒に画像解析、いろんな病気の診断をする。

最近は介護施設のほうにも顔を出していまして、介護施設の人たちの機能の

強化など、いろいろやらせていただいています。 

それから、社会人の地域イノベーション学研究科というのを三重大学で今

から 8年前作らせていただきまして、社会人の人に力を付けていただくとい

うことをさせてもらって、大学の先生はとにかく地域の問題をしっかり見つ
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めて、しっかり地域を良くするための活動をすると、そんなことをさせてい

ただいて今日に至っております。その関係で、これも先ほど言いましたけど、

地（知）の拠点による地方創生といったものも対応させていただき、今、三

重大学では、地元である津市のみならず、県内の少し離れたところにもサテ

ライトを置くということなどもやっておりまして、三重県全体をいかに良く

するか、活性化するか、そして雇用につなげて住民の人たちが住み続けてい

く、そういうことを大学も真剣にやるということですね。大学の使命としま

して、昔は教育と研究ということだけだったんですけど、最近、地方大学が

地方に存在する意義は何かと言いますと、やはり地域貢献をしっかりやると

いうことだと思います。その地域貢献の割合を今後どんどん増やしていく

と。そういうような流れになっております。 

この津市さんの総合計画、この話聞きまして、われわれとしましては、や

はり大学を挙げて真剣に取り組んでいくということです。こういう総合計画

があるということを大学の構成員の人たちにちゃんと知っていただいて、正

しく理解し、正しく寄与していきたい。防災関係の話でも、私は、みえ防災・

減災センターのセンター長もさせていただいております。いろんな多方面で

やっぱり住民の方々と交流していくと、そんなことを考えてます。これも非

常にいい機会だと思ってますので、私自身非常にいい機会だと思って喜んで

この仕事をさせていただきます。ただし、行政関係にはあまり詳しくないの

で、いろいろ問題もあるかと思いますけど、皆さんのご協力のもと、この会

を運営させていただきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。よろしくお願いします。 

 

杉浦副会長 副会長を務めさせていただきます、杉浦でございます。よろしくお願いい

たします。私は簡単に紹介いたしますと、本日副頭取がご出席されておりま

すけれども、今の職に付く前の 16年間は、百五銀行のシンクタンク、今は百

五総合研究所ですが、以前の百五経済研究所のほうで研究員をさせていただ

いておりました。そのときには、津市を中心といたします産業、そして経済

の調査事業にも携わっておりましたので、そのときに培いました知識とかノ

ウハウなども、この場で少しでも生かすことができたらなというふうに考え

ております。その後、実は先ほど鶴岡先生のお話にもありましたけれども、

三重大学の地域イノベーション学研究科のほうで学位のほうも取得いたし

ました。もともとの専攻はマーケティングとキャリア教育なんですが、三重

大学で学ばせていただきましたこともありまして、地域イノベーション学の

ほうも専攻しております。学位は、三重県内にたくさん分布しております茶

産業の活性化に向けまして、マーケティングの視点を取り入れた学位論文を

書きましたけれども、いろいろな形で津市を中心とする地域活性化、地域イ

ノベーションの事業に今現在も取り組んでおります。市長のご挨拶にもあり

ましたけれども、やはり経営資源の選択と集中ということ非常に大事だと思

います。津市もあらゆる皆さんが非常に幸せを感じていただきながら、津市

に誇りを持っていただけるような、津市ならではの総合計画になるように、

最大限の効果を発揮して効率的なそういった総合計画が立てられるように

少しでも寄与できればというふうに思っておりますので、引き続きよろしく

お願いいたします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。会議の途中ではございますが、藤野委員さんに

おかれましては、大学のご都合で、この場でご退席されます。藤野委員さん、

ありがとうございました。 

続きまして、市長より審議会に対し、「津市総合計画」について、諮問をさ

せていただきます。円卓外側の会長席前にて諮問書をお渡しいたしますの
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で、よろしくお願いいたします。 

 

市  長 津市総合計画審議会会長、鶴岡信治様。「津市総合計画」について諮問させ

ていただきます。津市総合計画審議会条例第 2条の規定により、津市総合計

画について調査審議し、その結果を答申していただきますようお願いいたし

ます。 

 

＜諮問書手渡し＞ 

 

ただいま、総合計画の策定について諮問をさせていただきました。ぜひ審

議会の委員の方々にはよろしくお願いを申し上げたいと思います。お願いに

なりますが、第一点は、計画づくりそのものが目的にならないような、つま

り何のために計画を作るかというと、計画を作るために計画を作るのでなく

て、これに基づいて市政を実行するための計画でございますので、そのよう

にわれわれも十分頑張りますので、実際に実行するための本計画、中身が大

切というふうに思っておりますので、ぜひよろしくお願いします。 

もう一つ、冷やかされない、揶揄されない計画にしたい。どういうふうに

この計画は揶揄されるかというと、これ、津市って書いてあるけど、これを

他の市に変えても一緒やなあというようによく言われます。それは当たり前

のことしか書いてない。その地域のことではない、一般的なことしか書いて

ない、抽象的なことしか書いてない計画になるとそういうふうに揶揄されま

すので、そうならないように、われわれもこれもまた頑張らせていただきま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。のっけから注文ですいません、

よろしくお願い申し上げます。 

 

＜事務局＞ ありがとうございました。続きまして、両副市長からも一言ご挨拶させて

いただきます。 

 

青木副市長 

 

 

 

 

 

 

盆野副市長 

副市長の青木でございます。技術部門のほう担当させていただいておりま

す。今回、この総合計画をお願いいたすなか、これを基にあわせて都市マス

タープランおよび道路整備計画等を、個別計画ではありますが、それらの検

討も含めていくことになるかと思います。これらの計画で津市のグランドデ

ザインがほぼ決まってまいりますので、より良い総合計画となるようにご指

導賜りますようお願い申し上げます。 

 

盆野でございます。本日は新しい津市総合計画の策定に向けた記念すべき

スタートでございます。これから市民の皆さんと行政が共にまちづくりを進

めるために、目指すべき都市像とか、それからその実現に向けた取り決めの

方向性というようなものを定めていくために、先生方に貴重なご意見、ご提

言を賜りたいと思います。長期間にわたりますが、ひとつよろしくお願いい

たします。 

 

＜事務局＞ それでは、市長、副市長はここで退席をさせていただきます。 

 

 ＜市長、副市長退席＞ 

 

＜事務局＞ 

 

この後の会議の進行を会長にお願いしたいと存じますが、その前に少しお

時間をいただき、本日の市側の出席者の紹介をさせていただきます。 

 

＜政策財務部長、次長の紹介＞ 

 

それでは、ここで 5分程度、休憩といたします。 
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＜休憩＞ 

 

＜事務局＞ それでは、会議を再開いたします。ここからの議事進行について、会長よ

ろしくお願いいたします。 

 

会  長 それでは、事項書に基づき、順次進めてまいります。事項の 2の(5)「審議

会の運営について」です。事務局の説明をお願いします。 

 

＜事務局＞ それでは、審議会の運営についてご説明いたします。先ほどの第 1回資料

1、津市総合計画審議会条例をご覧ください。 

先ほど市長から諮問がございましたが、津市総合計画審議会につきまして

は、条例第 2条により、その所掌事務を「総合計画に関し必要な事項につい

て調査審議し、その結果を市長に答申するもの」としています。 

後ほどご説明させていただきますが、委員の皆様には、平成 30 年度から

を計画期間とする次期津市総合計画についてご審議いただきます。 

審議会につきましては、本日を含めまして、8 回程度の開催を予定してお

り、審議を経て、平成 29 年 10 月から 12 月頃を目途に答申をいただきたい

と考えております。 

今後、会議の開催日時につきましては、できるだけ早い段階で、日程調整

をさせていただきたいと考えております。ご理解、ご協力をよろしくお願い

いたします。 

続きまして冒頭でも申し上げました審議会の公開につきましては、お手元

の資料、第 1 回資料 2「津市情報公開条例」をご覧ください。この 8ページ

の一番下にございます第 23 条に基づき、当審議会は公開とさせていただく

とともに、議事録等につきましても、公開とさせていただきたいと思います

ので、宜しくお願い致します。 

また、議事録には、毎回、会長、副会長を除き、ご出席いただきました委

員の中から、名簿順にご指名されましたお二人にご署名をいただきたいと思

います。 

説明は以上となりますが、早速、本日の会議に関する会議録の署名者につ

きまして、会長から指名をお願いいたします。 

 

会  長 それでは、ただ今ご説明がありましたように、本日の会議に関する署名に

つきましては、名簿順で赤野委員と荒川委員にお願いしたいと存じます。 

次回からも会議において、その都度ご指名させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

これまでの説明に対し、ご質問等はございませんか。 

 

では次に、事項 2の(6)津市総合計画について、事務局から説明をお願いし

ます。 

 

＜事務局＞ 説明の前に資料がたくさんありますので、資料の確認をさせていただきま

す。 

まず、第 1回資料 3-1。こちらは、「津市総合計画の概要」でございます。 

次に、第 1 回資料 3-2 概要と第 1 回資料 3-2。こちらは「津市総合計画後

期基本計画点検結果」の概要と本冊でございます。 

次に、第 1回資料 3-3概要と第 1回資料 3-3。こちらは、「データで見る津

市の現状と課題」の概要と本冊でございます。 

次に、第 1回資料 3-4。こちらは、「津市総合計画策定のための市民意識調

査結果」の速報版でございます。 
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次に、第 1回資料 4-1。こちらは、「次期津市総合計画の策定に向けた考え

方」でございます。 

最後に、第 1回資料 4-2。こちらは、「次期津市総合計画基本構想構成（案）」

でございます。 

資料は以上でございます。お手元にございますでしょうか。 

 

資料 3-2、3-3、3-4 の 3 点の資料につきましては、総合計画を策定するた

めの基礎資料として取りまとめたものでございます。 

資料 4-1、4-2の 2つの資料につきましては、次期総合計画についての考え

方や基本構想の構成について現段階での事務局案をお示しするものでござ

います。 

それでは、資料の順にご説明させていただきます。 

 

最初にこれから皆様にご審議をいただきます総合計画とはどういったも

のなのか、また、これからの策定手順はどう進めるのかといったことについ

てご説明いたします。資料 3-1、津市総合計画の概要をご覧ください。そも

そも総合計画とは、何のために策定するのかということでございますけれど

も、この番号 2の図表でお示しをしておりますように、まちづくりは、防災、

福祉、教育などさまざまな分野の取組によって進められるものでございまし

て、このまちづくりという大きな事業を進めるためには、目指すべきゴール

や、そのゴールにたどり着くまでのしっかりとした考え方を持たなければ、

まちづくりに必要となるそれぞれの取組がばらばらになってしまいます。そ

こで目指すべき都市像や、その実現に向けた取組の方向性を示すものとして

総合計画を策定し、これを市民の皆様と共有しながら共にまちづくりを進め

ていきたい、こういう考えから計画を策定しようとするものでございます。 

次のページをご覧ください。番号 3の図表にございます総合計画の法的背

景というところでご説明をさせていただきます。総合計画の策定につきまし

ては、昭和 44 年の地方自治法の改正によりまして、市町村に基本構想の策

定が義務付けられております。その後、平成の時代に入りまして、平成 23年

度なんですけれども、国の地域主権改革において、地方自治法が改正されま

して、市町村基本構想の策定義務というものが撤廃をされております。なお

津市においては、平成 24 年に津市議会の議決すべき事件を定める条例、こ

れが制定されまして、本市における総合的かつ計画的な行政の運営を図るた

めの基本構想及びこれに基づく基本計画の策定、変更及び廃止について議決

を要することとなっております。要するに総合計画を作ります、変更します、

廃止しますというときには、議会の議決が必要であるということになってお

ります。 

次に番号 4の図表でございます。これは新市まちづくり計画との関係につ

いてでございます。現行の総合計画ですけれども、これは合併前に津地区合

併協議会が策定をしました新市まちづくり計画、これを発展させ、合併後初

めての総合計画として策定したものでございます。計画期間のほうは、先ほ

ど市長からも話がございましたが、平成 20 年度から 29 年度までの 10 年間

となっておりまして、この現行の計画が平成 29 年度で終了をいたしますこ

とから、今回平成 30 年度からを計画期間とする次の総合計画を策定しよう

とするものでございます。 

続きまして、次のページをお願いいたします。番号 5の図表にございます、

策定の体制でございます。策定体制につきましては、当審議会をはじめ、市

民意識調査や関係団体との懇談会、またパブリックコメントなど、さまざま

な方法によってたくさんの市民参画、あと市議会からのご意見等をいただき

ながら、また庁内のほうの推進体制においては、副市長や部長職員で構成す

る津市総合計画推進検討委員会、あと主幹級以下の職員で構成するプロジェ
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クトチームを設置いたしまして、策定に向けた取組を進めてまいります。下

の段の 6の図表でございます。これは策定手順のイメージでございます。計

画の策定手順といたしましては、図にございますように、先ほどご説明をし

ました庁内の津市総合計画推進検討委員会において基本構想、それと基本計

画の試案の作成を行いまして、当審議会からのご意見等を踏まえながら、ま

た市議会におきましては、計画策定の進捗状況においてご意見を伺いながら

計画案を取りまとめてまいります。そして当審議会での審議、答申を経まし

て、最終案として決定をいたしまして、市議会での議決を経て計画を公表し

ていくということになっております。 

最後が次のページの番号 7の図表でございます。こちらは策定のスケジュ

ールの概要でございますけれども、計画の策定に向けまして、2段目の調査、

分析という部分がございますけれども、市民意識調査であるとか、関係団体

との懇談会をはじめ、後ほどちょっとご説明をさせていただきますけれど

も、現行の基本計画に掲げておる施策、これまでの取組状況、あとデータで

の津市の現状分析を踏まえまして、今年度から来年度にかけまして当審議会

において、まずは基本構想案、そして基本計画案のご審議をいただきたいと

思います。当然、その間、市民参画も図りながら最終案を取りまとめ、事務

局といたしましては平成 29 年、来年 12 月議会、もしくは平成 30 年の 3月

議会に計画案の議案の上程をさせていただいて、平成 29 年度末までの総合

計画の策定というスケジュールでまいりたいと考えております。3-1 の説明

は以上でございます。 

 

次に資料 3-2、津市総合計画後期基本計画の点検結果についてご説明をさ

せていただきます。こちら大変ボリュームのあるものなので、こちらの概要

版、あとちょっと本冊もご覧頂きながらご説明をさせていただきます。まず

A3の資料 3-2概要をご覧いただけますでしょうか。 

この後期基本計画点検結果は、現行の総合計画で掲げております五つのま

ちづくりの目標、それと地域づくりを進めるための地域かがやきプログラ

ム、そして計画を推進するために、これに掲げた基本政策の進捗状況を点検・

確認し、次の総合計画を策定するにあたっての基礎資料とするものでござい

ます。後期基本計画、現行の計画に位置付けられたそれぞれの施策が平成 28

年 7月末時点でどれだけ形になっているかという達成度に着目しまして、各

所管で評価をした進捗状況を基本施策、この単位で数値化をして、点数によ

ってその効果のところを見ていただくと、ABCいろいろあるんですけども、

A から E の 5 段階で評価をしております。評価の点数が 100 点の基本施策

につきましては、おおむね取組が完了しておる、あるいは目標が達成されて

いるということになりますけれども、現行の計画、計画期間が平成 29 年度

までとなっておりますので、残り約 1年半ございますので、まだ取組が完了

していないものも多くございます。 

それでは、ただいまご覧いただいております概要とあわせまして、今度資

料 3-2 の本冊のほうでちょっと具体的に例を挙げてご説明をさせていただき

たいと思います。こちらの分厚い資料ですけれども、3-2 の 7 ページを開い

ていただけますでしょうか。このページに掲載しています、まちづくりの目

標、一番上に書いてありますけれども、美しい環境と共生するまちづくり、

その下に基本施策、1-1循環型社会の形成、第 1項資源の循環的利用の促進、

これを例にさせていただきますと、このページの一番下の進捗状況の評価と

いうところがあるんですけれども、これが A。そして点数が 100点となって

おります。次のページ、8 ページをご覧いただきたいと思います。これは 8

ページに各施策の進捗状況にございます、それぞれの施策において取組の方

向性が決まっているかを示す方向性、それと事業として着手をして順調に取

組が進んでいるかどうかを示す事業化、そしてあと目標が達成できたかどう
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かを示す成果、この三つの項目をご覧いただきますと、各施策を見れば全て

丸となっているというところで、先ほどの 7ページのところの進捗状況の評

価は点数が 100で評価が Aというような、こういうこの資料の見方でござい

ます。 

もう一つ、別の例をご説明させていただきます。この分厚い資料 3-2の本

冊、少しページ飛びます。124 ページ、125 ページをご覧いただけますでし

ょうか。ここではまちづくりの目標、活力のあるまちづくり。そして基本施

策 4-2交流機能の向上、第 1項都市機能の整備の進捗状況を示しております

けれども、125 ページの各施策の進捗状況、これを見ていただきますと、上

から一つ目、二つ目、三つ目までの段落をご覧いただくと、方向性、事業化、

成果、いずれの段も横棒という印になっているかと思うんですけども、これ

は評価をしておりません。なぜかと申しますと、これは施策の内容がその後

に続いております各施策の総論的な記述となっていることから、他の施策と

重複する部分がございますので、そういった基本方針を示しているような項

目は評価の対象外とさせていただいております。ですので、それ以外の横棒

以下のところで、丸、三角、バツが付いてるんですけども、この 125ページ

から 126ページにかけて、事業化や成果、これが丸、バツも含めて三角いろ

いろ付いておるんですけども、こういう項目が多数ありますので、結果とし

てその 124 ページのこの全体の進捗状況の評価としては点数が 58 点、進捗

状況の評価が Cということになっております。 

先ほど 100点満点の項目をご覧いただきましたので、当然 100点未満のも

のもあるということで、紹介させていただきました。 

同じくこの資料 3-2の 180ページ、181ページをお願いいたします。申し

訳ございません、ページ数、179ページと 180ページにかけてでございます。

こちらなんですけれども、こちらは総合計画の基本的な枠組み、フレームと

しております人口、あと世帯数、就業人口、市内の総生産のこれまでの推移

を点検しています。179 ページの人口につきましては、この表にございます

ように、平成 27 年時点の総人口、これが 283 となっておるんですけど、28

万 3,000 人でございます。平成 29 年のすう勢値、これが、すう勢値という

のは、何も人口減少であるとか、そういうものに対して策を講じなかったと

きの予想値というところで、そのすう勢値というのが 28 万 1,000 人と。こ

れよりは多くはなっておるんですけども、目標値としておりました 28 万

4,000 人は現時点では下回ってるというような状況でございます。次に 2 番

目の世帯数でございますけれども、これも平成27年度の実績値は12万3,000

世帯というところで、12万 5,000のすう勢値よりも下回っておりますけれど

も、今後、現在もそうなんですけども、核家族化や高齢者の単身世帯の増加

により、今後の値は増加するものと思われます。恐れ入ります、次の 180ペ

ージをご覧いただけますでしょうか。就業人口でございます。就業人口につ

きましては、第 1次産業、第 2次産業が減少はしておるんですけれども、第

3次産業の増加がございまして、全体の就業人口というのは、平成 29年の目

標としておった数値を現時点では大きく上回っている状況でございます。市

内総生産につきましても、先ほどの就業人口同様、第 1次産業と第 2次産業

は減少傾向にあるんですけれども、第 3次産業が増加していることにより、

全体では平成 29年の目標値を上回っているという状況でございます。 

次に 182ページをお願いいたします。こちらは財政の推移を示しておりま

す。歳入に関しましては、市税が計画額を上回る水準で推移しておりまして、

歳出に関しましては普通建設事業費、これが計画額を上回る水準で推移をし

ておるんですけれども、大型の建設プロジェクトに加えまして、財源を確保

した上で市民のニーズに対応した施設整備等を行ったことなどによるもの

でございます。このように、五つのまちづくりの目標などの基本施策ごとに

評価結果を加えまして、その計画フレーム、あと財政フレームの推移の概略
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を一覧にしたものが、こちらの資料 3-2の概要でございます。ちょっと本冊

大変厚みがございましたので、この概要版に少しまとめをさせていただきま

した。こちらは進捗状況、進捗管理の状況を示す基礎資料とするものでござ

います。 

続きまして統計データによる津市の状況についてご説明申し上げます。そ

れでは A3 横の資料 3-3 概要、データで見る津市の現状と課題の概要版をご

覧いただけますでしょうか。全部で 3ページでございます。このデータで見

る津市の現状と課題でございますけれども、これは津市の現状をデータでお

示ししておるんですけども、1ページにございます、1の人口動向、2の経済

動向、次のページにございます 3の三重県における津市のポジショニング、

4 の分野別に見る津市の現状、そして 3 ページにございます、5 のまちづく

りにおける課題の整理、こういう五つの構成になっております。 

それでは 1の人口動向についてご説明をさせていただきます。ここでは、

まず国の動向として、今後も相当な期間において、少子化と高齢化を伴う人

口減少が進むと思われます。当然 65 歳以上の単独世帯も増加すると見込ま

れております。津市におきましても、国と同様な動向が予想されておりまし

て、平成 27年の住民基本台帳を見ますと、特に美里地域、香良洲地域、白山

地域、この地域では 3人に 1 人が、また美杉地域では 2人に 1人が 65歳以

上というような状況になっております。 

次に 2の経済動向についてでございます。国の動向を見ますと、平成 27年

の GDP、こちらはプラスにちょっとなっておりまして、今後におきましても

国の政策などにより回復が見込まれてはおります。また、国民所得に関しま

しても、平成 26年度は前年度から 1.5パーセントの増となっておりまして、

3 年連続の増加となっております。一方、次の 2 ページにございます、津市

の動向でございますけれども、平成 24年度の市内総生産額が前年度より 2.7

パーセントの増加となっておりまして、市民所得につきましても平成 25 年

度の額が前年度より 4.6パーセントの増加となっております。しかしながら、

津地区の景況調査によりますと、業況判断、あと売上判断とも平成 25 年下

期以降、悪化傾向となっている状況です。 

次に 3の三重県における津市のポジショニングについてでございます。こ

こは人口や産業状況等の各指標に関しまして、都市や三重県内の支部のどの

位置にあるのかというのをお示ししておりまして、その主なポイントを申し

上げますと、津市は人口集中地区人口が四日市市に続いて 2番目に多く、あ

と産業分野に関しましては、第 3次産業の比率が高いことに加えまして、市

内での就業の比率も高くなってるという状況です。福祉分野におきまして

は、一般病院数や医師数、薬剤師数等の対人口比が高く、医療サービス体制

が整っておりまして、特に医師数の対人口比は、県内 14 市中で最も高くな

っております。 

次に 5の分野別に見る津市の現状、都市間比較というところでございます

けれども、津市と比較する都市として、県内の四日市市、松阪市、桑名市、

鈴鹿市に加えまして、県外ですけれども、これは人口規模、人口密度、あと

就業者の産業３区分別割合等の値がおおむね類似しております長岡市、福井

市、大津市、下関市、この 4市を選定して、各資料データについて比較対象

都市の平均値を求めて、その値を 1として、津市の状況がどうなっているの

かというのをグラフでお示しをしているものでございまして、ちょっと分か

りにくい説明かも分かりませんけれども、このグラフがこの線が外側に行く

ほど良い評価というふうにご覧いただきたいと思います。資料 2ページの右

側にございます基本指標につきましては、人口等、昼夜間人口比率などは概

ね平均値となっています。次の 2環境共生につきましては、市民 1万人あた

りの公害苦情件数が他市よりも少なく、平均点を大きく上回っております

が、下水道処理人口普及率や、ごみのリサイクル率は平均よりも低くなって
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おります。次に 3の安全安心につきましては、市民 1万人あたりの建物火災

出火件数については、平均よりも低くなっておりますが、市民 1,000人あた

りの医師数や刑法犯認知件数に関しては平均点を大きく上回っております。

次に 4の市民活力につきましては、市民 1万人あたりのスポーツ施設が平均

点よりやや低くなっているんですけども、市民 1人あたりの公立図書館蔵書

数と、市民 1万人あたりの文化施設数は平均点を上回っている状況です。次

に 5の都市活力につきましては、観光入込客数が平均点より下回っておりま

すが、その他の指標については概ね平均値となっているという状況です。最

後 6 の参加・協働につきましては、県認証 NPO 法人数が平均点を大きく上

回っている一方、就業者に占める女性管理的職業従事者の比率や、審議会等

の女性委員の登用率は平均点よりも少し低くなっている状況でございます。 

最後に、5 のまちづくりにおける課題の整理についてでございます。ここ

ではこれまでご説明させていただいたデータなどを元に、これからのまちづ

くりにおける課題等をまとめておりまして、その主なポイントといたしまし

ては、今後の人口動向への対応や地域経済の活性化、病院や高等教育機関等

の施設ストックが集積しているという津市の特徴や強みを生かすことなど

が挙げられておりまして、今後、総合計画はこのようなことを踏まえて策定

をしていかなければならないと考えております。 

続きまして資料 3-4 でございます。第 1 回資料 3-4、津市総合計画策定の

ための市民意識調査中間速報資料でございます。続けてご説明させていただ

きます。こちらの資料でございますけれども、総合計画策定における市民参

画のひとつとして、現在無作為に抽出した 15 歳以上の男女 7,000 人の方に

対して、市民意識調査を実施しておるところでございまして、昨日現在で

2,338 人の方からご回答をいただいております。ちょうど今日はアンケート

の締め切りとなっておりますので、最終の集計結果は改めてお知らせをさせ

ていただきますが、今回は中間速報ということで、8 月 8 日までにご回答の

ありました 1,031人分の集計結果をお示しさせていただいております。 

それではアンケートの結果の主なポイントについてでございますが、まず

2 ページをご覧いただけますでしょうか。津市での暮らしについてとござい

ますけれども、質問の 8でございます。津市に愛着を感じていると答えられ

た方が 79.1 パーセントとなっております。また設問 9 の津市に住み続けた

いとお答えいただいた方が 86.8 パーセントとなっております。次に 3 ペー

ジをご覧いただけますでしょうか。市政に対する評価でございます。一番上

に項目が列挙されておるんですけども、この 57 項目の市政の取組に対する

評価の結果をお示ししておるものでございまして、下のグラフなんですけど

も、下のグラフの右に行くほど満足度が高く、上に行くほど重要度が高いと

いうようなものになっておりますので、1 から 57 までその位置がどこにあ

るのかということをこのサンプルで示しております。かいつまんでご説明さ

せていただきますと、満足度で申し上げますと、10番の上水道、簡易水道の

整備、これをはじめ、8番の資源の循環的利用の推進、あと 13番の墓地の維

持管理と斎場の整備、16番の消防力の充実、こちらの満足度が高くなってい

る状況です。重要度で申し上げますと、14番 15番ですけれども、防災施策

の強化、あと災害に強いまちづくりの推進というところと、あと 21 番の地

域医療の推進、この重要度が高いというような状況になっております。 

次に 9 ページをお願いします。4 これからのまちづくりについてというこ

となんですけれども、それに関する回答を取りまとめておりまして、設問の

13ですけれども、これからの津市はどんなまちになると良いと思いますかと

いう回答結果なんですけども、医療が充実しているまち、あと高齢者、障が

い者が暮らしやすいまち、犯罪や事故が少ないまち、子育てのしやすいまち、

これの回答が多くなっておる状況でございます。次に 10 ページをお願いい

たします。設問の 14 でございます。理想とする津市の姿を連想するキーワ
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ードというところで質問をさせていただきましたところ、「安全・安心」、こ

れが突出して多くなっておる状況でございます。ついで「活力、元気」、「自

然豊か」、「県都としての風格」というような状況になっております。次に、

その同じページの設問 16 でございますけれども、人口減少の進展など社会

経済情勢が変化している中で、心配に思うことはという設問でございますけ

ども、「保険・年金などの社会保障」、これが最も多くなっておりまして、つ

いで「病院や福祉施設、買い物などができる場所」というような状況になっ

ております。以上のような調査結果なんですけども、市民の皆様がまちづく

りにおいて何を重視して、何を期待されているかなどを示すものとなります

ので、これも計画の策定にあたって大切な基礎資料の一つであると考えてお

ります。 

恐れ入ります、次に次期総合計画の策定に向けた考え方についてというこ

とで、資料の 4-1の 1枚目でございます。こちらは現時点での事務局案をお

示しをさせていただいておるものでございます。上段の考え方①のところで

ございます。まずその策定にあたりましては、市民の皆様からのご意見を十

分にお聞きしながら柔軟に対応していくということでございますけれども、

この考えのもと、まず計画策定の基本的な視点といたしまして、①から⑤な

んですけども、一つ目は、まちづくりの目標と施策の基本方針を明らかにす

る、二つ目が社会経済状況の変化を的確に捉える、三つ目が市民のまちづく

りへの想いを受け止め、行動力を引き出す、四つ目が地域の資源を活かし、

津市の魅力を磨く、五つ目が市民にとって見やすくわかりやすいものにす

る、この五つの視点に基づいて策定を進めていきたいと考えております。 

次に計画の構成と期間でございます。ちょっと冒頭ご説明をさせていただ

いたのですけども、昭和 44 年に地方自治法で規定されました地方自治体に

おける基本構想の策定義務が平成 23 年に撤廃されましたこと、またその当

時の自治省になるんですけれども、計画の構成をこういうモデルですよとい

うことを示しております。それが示されたことで、全国の多くの自治体がそ

れにならって、同じような計画期間や構成にしてきておったんですけども、

それはもう今から 40 年以上も前の考え方でありますので、この間、社会経

済情勢が大きく変化していること、などを考慮して、計画の構成案、期間の

考え方を改めさせていただいております。基本構想についてですけれども、

ここにはまちづくりの基本的な理念、それを津市のめざすべき将来の姿、あ

るべき市民の暮らしなどを示すこととしておりまして、その性格、性質的な

ものは、普遍的なものでございますので、特に計画期間を定めないこととい

たしたいと考えております。ご参考までに申し上げますと、全国でもすでに

計画期間を定めていない自治体も多くございまして、例えば政令指定都市、

全国で 20 市あるんですけども、その全体の中の約 4 分の 1 がこの基本構想

に関しては計画期間を定めていないというような状況になっております。 

次に基本計画でございますけれども、こちらは計画期間を 10 年間といた

しまして、基本構想に掲げる目指すべき将来のまちの姿を実現するための施

策やその取組の方向性を示すものとしております。総合計画の法的な背景の

ところでご説明しましたけれども、基本構想の策定義務が撤廃されて、各自

治体の状況に応じた総合計画の位置付けが求められておる中、合併後 10 年

間のまちづくりを描きました新市まちづくり計画、これに続く次の 10 年間

のまちづくりを示すものとして、やはり今回の基本計画の計画期間について

は 10 年間と考えております。冒頭、市長の挨拶でふれておりましたけれど

も、具体的な事業等につきましては、各年度における予算編成の中で示して

いくものというふうに考えております。ただし、この基本構想、基本計画、

いずれにつきましても、予想をしていなかった急激な環境や社会情勢の変

化、または大規模な災害、こういうものが生じた場合、また市民の皆さんの

考え方や価値観、意識の変化で総合計画で掲げた目指すべき津市の将来の姿
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と、市民の方が望んでおられる将来の姿に乖離が生じた場合などは、総合計

画期間に関わらず見直しをするというふうに考えております。 

次に下の段の考え方②でございますが、こちらの①と②の計画期間につき

ましては、今ご説明をさせていただきましたので省略をさせていただきます

けれども、今度の総合計画の特徴といたしまして、③の総合計画審議会で重

点施策を審議というように書かせていただきましたけれども、これはもう特

に皆様にお願いをいたしたいことになるのですけども、今後の津市の財政状

況でございますけれども、普通交付税の合併算定替え措置、これが段階的に

廃止されることや、税制改正によります法人税の引き下げ、あと歳入面にお

いて厳しい状況が予想されるだけでなくて、社会保障関係経費の増加、あと

大型プロジェクト事業、今進めておる事業の市債の償還が本格化してくるこ

とから、義務的経費の増加が見込まれております。このような厳しい財政状

況のもと、これからの津市は何に力を入れていくべきなのか、それを考えて

いかなければならないわけでございますけれども、選択と集中、そういう視

点を持って、戦略的に政策を展開できるよう、当審議会におきましては、市

民が望まれる施策、本当に必要な施策は何であるか、そういうことをご審議

いただければと考えております。 

次に④の各分野からの積み上げ、このように書かせていただきました。ど

ういうことかと申しますと、合併してからこれまでの 10 年間、各分野にお

ける取組を進めてまいりましたけれども、その中でさまざまな課題、あと市

民の暮らしをもっと良くするために取り組まなければならないことも見え

てまいりました。このように、各部門における取組において、これまでの 10

年間で見えてきたことも踏まえ、これからの 10 年間、何を目標にどういっ

た方向性で取り組むべきなのかというビジョンを描き、それをまとめたもの

が総合計画であるべきではないかと考えております。つまり、各部門の取り

組むべきものを積み上げた先に目指すべき都市像があるという考え方で総

合計画を策定していこうとするものでございます。資料の説明は以上でござ

います。 

最後になります。資料 4-2、次期津市総合計画基本構想構成案でございま

す。こちらにつきましては、基本構想、これからご審議いただくわけですけ

れども、イメージをしていただきやすいように骨格となる構成の事務局案を

現時点で示させていただいております。この案でございますけれども、まず

大きくは基本構想の前文となります 1、基本的な考え方、それと本文となり

ます 2 のグランドデザイン（基本構想）の二つといたしております。1 の基

本的な考え方につきましては、第 1章として総合計画の趣旨と位置付けを示

し、第 2章として計画の構成と期間を示すものとしております。先ほどの策

定の進め方の説明の中で基本構想は計画期間を定めません、それから総合計

画については現行の計画のように前期 5 年、後期 5 年と分けるのではなく

て、計画期間を 10 年とする一つの計画とするということを考えてるんです

というご説明をさせていただきましたけれども、その点も含めて当審議会で

ご審議をいただきたいと思いますので、こちらの構成案では、あえて計画期

間についての具体的な記述はさせていただいておりません。 

次に 2のグランドデザインについてでございます。こちらのほうでは、第

1 章にこれまでの津市の歩みを示し、第 2 章これからの津市として、まず第

1 項に、これから津市が目指すべき望ましいまちの姿を掲げ、第 2 項のとこ

ろでその姿に向けたまちづくりの大綱を示しております。この第 2項におき

ましては、1 から 6 までございますけれども、1 では子どもたちの未来に向

けてとか、これをはじめといたしまして、六つの大きな方向性を掲げ、それ

ぞれに位置付けるとしておる分野について、※印で記載をさせていただいて

おります。続いて第 3項におきましては、津市らしいまちの形成として、都

市マスタープランにもつながる土地利用の方向性を示すこととし、最後に第
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4 項におきましては、未来に繋げる都市経営の理念、持続する都市であるた

めの経営の方向性を示すこととしたいと考えております。一度にたくさんの

資料についてご説明申し上げましたが、とりわけ資料 3-2、3-3、3-4 は次の

総合計画を策定していくための基礎資料とするものです。津市のこれまでの

取組状況、あと統計データ、市民の皆様の思い、これらを踏まえて次の計画

はどうあるべきかをご審議いただきたいと存じますので、かなりボリューム

ございますけれども、お時間ございますときにご一読いただければと思いま

す。資料の説明につきましては以上でございます。大変雑ぱくな説明で、分

かりにくい部分も多々あったかと思いますけれども、よろしくお願いいたし

ます。ありがとうございました。 

 

会  長 どうも説明ありがとうございました。ただいま、非常にたくさんの資料を

説明していただきましたけど、ただいまの説明に対しまして、ご意見とかご

質問はありませんでしょうか。今も最後に話をしていただきましたけど、資

料の 4-2 ですね。次期津市総合計画基本構想の構成案ですね。これにつきま

しては、この構成案を元に次回の審議会までに事務局のほうで基本構想案を

作成していただくということになります。今日の段階で何かお考えがありま

したら、ぜひ忌憚なくご意見をお願いします。基本構想の構成案について説

明がありましたが、基本計画については、またその後に説明がありますか。 

 

＜事務局＞ はい。今ご質問いただきましたとおり、基本構想を作った後に、これに基

づく基本計画を作成します。構成につきましては、また改めてご審議をいた

だくという話になります。 

 

会  長 基本構想のほうを最初に固めて、その後で基本計画のほうを考えるという

ふうに考えてよろしいでしょうか。 

 

＜事務局＞ はい。基本構想のおおまかな方向性をご確認いただいて、それに基づいて

少し並行して作業を行う部分もございますけれども、当然こちらの構想があ

って、それから基本計画という考え方です。 

 

会  長 はい、どうも。その他、質問など、よろしいですか。 

 

駒田委員 まちづくりの大綱で、子どもたちの未来に向けてというところの子ども・

子育ての後にできれば子育ちという言葉を入れていただければ、子ども・子

育て会議のほうも納得されるのではないかと思いますので、ぜひその子育ち

という言葉を入れていただきたいなと思います。 

 

会  長 では、事務局からお願いします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございます。そういった今いただいたようなご意見をいただき

ながら、当然こちらの基本構想は作成してまいりますので、おっしゃってい

ただいたことについては事務局でお預かりさせていただきます。ありがとう

ございます。 

 

会  長 その他はよろしいでしょうか。はい、どうぞ。 

 

浦和委員 個々の計画はうまくいっていると思いますが、冒頭に申し上げましたよう

に、一つの事業がいろんな課のセクションと絡んでくるということがござい

まして、さっき言いました地域包括ケアもそうなんですけれども、医療、福

祉、介護だけではなくなってきますよね。そういうようなところの連携と言

いますか、有機的な結び付きというのが、役所では非常に欠如しがちでござ
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いますので、セクションを越えた、向こうはあっちむいて、こっちはこっち

向いてということがないような、総合的なものにしていただきたいというの

が私の希望でございます。 

 

＜事務局＞ 会長。 

 

会  長 はい、どうぞ。 

 

＜事務局＞ ありがとうございます。おっしゃるような部分、確かにございますので、

先ほどご説明させていただきましたけれども、この計画策定にあたっては、

庁内の推進検討委員会とそのプロジェクトチーム、これは一つ自分のとこの

部だけでなくて、横の連携も取っていくという、そういう方針のもとで作業

を進めてまいりますので、いただきましたご意見を受け止め、進めていきた

いと思います。 

 

会  長 どうもありがとうございました。その他、よろしいでしょうか。 

 

岡田委員 すみません。総合計画、これ評価されておるんですけど、あと約 1年半あ

るとはいうものの、それをどのようにクリアして、次期計画につなげていく

のか、その評価が本当に 100点なのか、それは実態に即しているのかという

こと。もう一つ、今後、今までの 10年間は津市が合併したときの申し合わせ

だと思うんですけど、やっぱり今後 10年間は津のあるべき姿ということで、

よく市民の方も言われるように、役所に行ったら、あそこ行ったら、いや、

これはうち関係ないというような縦割りをいかになくして、各部が協力して

本当にやっていけるのかどうかが、この 10 年間は大事になるんではないか

なと思います。他所でよく言われる縦割り行政を、津市は縦割りではなくて、

縦も横もそのときそのときで満足できるようにやるという、他所にない津市

を作っていただけたらと思いますので、よろしくお願いします。 

 

＜事務局＞ ありがとうございます。 

 

会  長 よろしいでしょうか。その他。ぜひ縦割りのない行政をお願いしたいと思

います。 

 

それでは最後に、事項 2の(7)その他ですが、事務局から何かありますか。 

 

＜事務局＞ 今後の審議会の日程でございます。次回の審議会につきましては、ご返信

いただいた日程調整表に基づき、最も多くの皆様にご参加いただける日を第

2回審議会の開催日としたいと考えております。 

改めて開催通知は送付させていただく予定ですが、平成 28 年 10 月４日

（火）の午後１時 30 分から開催したいと考えておりますので、よろしくお

願いいたします。会議は 2時間程度を予定しております。 

 

会  長 ただ今、次の審議会の開催は平成 28年 10月４日（火）、午後１時 30分か

らとの説明がございました。皆様よろしくお願いいたします。 

次回の内容については、事務局より基本構想の案を示していただき、審議

いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

それでは、本日の会議を終了いたします。皆様、ありがとうございました。 

 

 


